
連携・シェア・多様化 
で実現する環境社会 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

２０１９年２月２２日 

FACILITY MANAGEMENT FORUM 2019 



2 JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

部会メンバー 

五十音順 

部会長：横山健児（NTTファシリティーズ） 

 

部会員：大島一夫（NTTﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ総合研究所） 江角健治（江角建築事務所） 

      大髙宣光（KENアソシエイト） 小木曽清則（日本メックス） 

             畑本安幸（日本郵政） 川田勝（イトーキ） 川本誠（新日本空調） 

             嶋津祐美子（グローブシップ） 染谷博行（アズビル） 高橋忠幸（イトーキ）     

     棚町正彦（清水建設） 野呂弘子（日本郵政） 波多野弘和（日本郵政）  

     藤原雅仁（エネショウ） 吉田淳（ｻﾞｲﾏｯｸｽ不動産総合研究所）  

     三宅玲子（東京ガス都市開発） 桒野貴宏（スターメンテナンスサポート）  

     宮下昌展（エムケイ興産） 三橋源一（三橋商会） 

 
事務局：白須 公子（JFMA)                                                 計20名 



3 JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

活動履歴（２０１８年度） 

 部会開催： 1回／月程度 
 

 講演会開催： 
   ①「Building-IoT×AI- ZEBを実現する技術開発動向 -」 
      NTTファシリティーズ グリーンITビルビジネス副本部長 木下学氏 
   ②「再生可能エネルギーへの対応技術について」 
      日立造船 機械事業本部 参事 尾白仁志氏 
   ③「国内外における環境エネルギービジネスの最新動向」 
      NTTデータ経営研究所 社会基盤事業本部 本部長 村岡元司氏 
   ④「フロン排出抑制法とRaMS（Refrigerant Management System） 
     冷媒管理システムの活用」 
      日本冷媒・環境保全機構 水田智志氏、山本隆幸氏 
   ⑤「ZEBのセーフティ・セキュリティ性能」  大島一夫部会員 
   ⑥「FMにおけるAI活用事例」 横山健児部会長 
   ⑦秋の夜学校「エネルギーマネジメント最前線」 
 

 訪問調査： 
    ①丸の内熱供給株式会社（4/24） 
   ②伊勢丹新宿本店「屋上緑化／アイ・ガーデン」（8/27） 
   ③パナソニックセンター東京（10/23） 
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２０１７年アンケート結果 

Q．興味を持たれた発表はなんですか 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

①前回 JFMA フォーラムでのアンケート結果 

②Embodied Energy/GHG Emissions(EEG)     

③空気環境と省エネ/フードロス    

④トイレの節水技術     

⑤エネルギー自由化と新たな電力サービス 

⑥二子玉川ライズ    

⑦箱崎地区熱供給センター    

⑧大手町・丸の内・有楽町（大丸有）地区 

⑨環境配慮型中小規模省エネビル 



２０１７年アンケート結果 

Q．省エネ・節電のために継続されている取組は何ですか（複数回答可） 
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0 5 10 15 20 25

①照明の間引き    

②室温設定の緩和    

③クールビズ・ウオームビズの実施   

④ノー残業デーの実施 

⑤昼休み消灯の実施   

その他：離席時のPC消灯、LED導入、空調VAV化、エコチューニング、GHPエアコン、インバータ導入 

     照明ESCO、機械ESCOの採用 
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２０１８年アンケート結果 

Q．その他、省エネ・節電のために実施されていること、課題等ご記入ください  

・照明・空調の省エネと作業環境のトレードオフの解決 

・デマンド制御装置を事務所内に設置し電力量の見える化 

・室温、照度設定を下げる（上げる）ことによる体の不調が課題 

・玄関にデマンド表示、電力の見える化。 

・暖房20℃では寒いなど省エネ設定と執務環境の両方を満足した運用が難しい。 

・LED化 

 

Q．今後取り上げてほしいテーマをご記入ください   
 ・IoT/AIを活用した省エネソリューション 

 ・省エネとコストの両立 

 ・未利用エネルギー活用事例。ESCO事業例。 

 ・建材・資材の内包するCO2削減商品と施主の事業排出CO2削減目標への算入 

 

 

Q．その他ご意見などございましたら、ご自由にお書きください 
・今回初めて本研究部会の発表（取組み）を拝聴しました。非常に参考になりました。 

・海外の取組み事例を研究してはどうか。 

省エネ ｖｓ 作業環境 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

1. 貧困の撲滅 
2. 飢餓撲滅、食料安全保障 
3. 健康・福祉 
4. 質の高い教育 
5. ジェンダー平等 
6. 水・衛生の持続可能な管理 
7. 持続可能なエネルギーへのアクセス 
8. 包摂的で持続可能な経済成長、雇用 
9. 強靭なインフラ、産業化・イノベーション 

10. 国内と国家間の不平等の是正 
11. 持続可能な都市 
12. 持続可能な消費と生産 
13. 気候変動への対処 
14. 海洋と海洋資源の保全・持続可能な利用 
15. 陸域生態系、森林管理、砂漠化への対処、

生物多様性 
16. 平和で包摂的な社会の促進 
17. 実施手段の強化と持続可能な開発のため

のグローバル・パートナーシップの活性化 

「持続可能な開発目標」(SDGs) 

出典：環境省ホームページ（http://www.env.go.jp/earth/sdgs/index.html） 

「持続可能な開発目標」(Sustainable 
Development Goals：SDGs)を中核とする「持
続可能な開発のための２０３０アジェンダ」
は、平成27(2015)年9月25日に、ニューヨー
ク・国連本部で開催された国連サミットで採
択された。 
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 第5次エネルギー基本計画-2050年に向けたエネルギー転換への挑戦- 

あらゆる選択肢の可能性を追求する野心的な複線シナリオの採用 

●再生可能エネルギーの課題解決方針 
  ・経済的に自立した脱炭素化した 
   主力電源を目指す 
 
●原子力の課題解決方針 
  ・実用段階にある脱炭素化の選択肢 
  ・人材・技術・産業基盤の強化に直ち 
   に着手 
 
●火力の課題解決方針 
  ・CCS+水素への転換を日本が主導 
 
●熱システム・輸送システムの課題解決 
 方針 
  ・難易度が高い領域を除き、電化・ 
   水素化への転換の可能性を追求 
 
●省エネルギー・分散型エネルギーシス 
  テムの課題解決方針 
  ・効率的で脱炭素化した分散エネルギ 
  ーシステムの成立の可能性を高めて 
  いく 

経済的に自立した再生可能エネルギーの主力電源化、蓄電池、水素の活用 
JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 8 

第１８回原子力委員会定例会議資料から抜粋 



施設における IoT×AI コンセプト 

建物の安全性 
（BCP） 

日常の安心・非常時の事業継続 

下支えする技術 IoT × AI 

安心・安全 
（BCP） 

日常の安心・非常時の事業継続 

ウェルネス 
（働き方改革） 
健康・快適・生産性向上 

ゼロエネルギー 
（ZEB/省エネ） 

徹底した省エネ・創エネルギーとのオフバランス 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 9 

※（株）NTTファシリティーズ資料より抜粋 



2018年度活動方針 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

これまでの環境価値に加えて、 
ＩｏＴ＆ＡＩや水素等の最先端技術にも注目した調査研究 

調査研究領域 

・持続可能な開発目標（SDGs） 

・地球温暖化 

・環境建築・認証 

・環境未来都市 

・電力システム改革 

＋ 
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・再生可能エネルギー 

・水素 

・IoT/AI 

・制御技術 

新技術 
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講演内容 

 システム連携で実現する環境社会 
  ・IoTｘAIで実現するZEB 

  ・IoTｘAIで実現する未来のくらし 
 サービス連携で実現する環境社会 
  ・エネルギーの地産地消で実現するシュタットベルケ 
  ・JCMを活用したCO2削減 
  ・都市のオアシス 

 多様化で実現する環境社会 
  ・多様化する再生可能エネルギー 

 今後のエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

 シェアリングで実現する環境社会 
  ・熱エネルギーのネットワーク化 
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講演内容 

 システム連携で実現する環境社会 
  ・IoTｘAIで実現するZEB 

  ・IoTｘAIで実現する未来のくらし 
 サービス連携で実現する環境社会 
  ・エネルギーの地産地消で実現するシュタットベルケ 
  ・JCMを活用したCO2削減 
  ・都市のオアシス 

 多様化で実現する環境社会 
  ・多様化する再生可能エネルギー 

 今後のエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

 シェアリングで実現する環境社会 
  ・熱エネルギーのネットワーク化 
 



近未来のビルディング＆エネルギーマネジメント 

13 JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 



ＺＥＢとは 

    2020年までに新築公共建築物等で、2030年までに新築建築物の
平均でZEB(net Zero Energy Building)を実現 
 

 2020年までに新築住宅・建築物について段階的に省エネルギー基
準の適合を義務化 

政府が掲げる目標 
(エネルギー基本計画(2014.4閣議決定)より) 

ZEBの定義 
(経済産業省 資源エネルギー庁 ZEBロードマップ検討委員会(2015.12)より) 

先進的な建築設計によるエネルギー負荷の抑制やパッシブ技術の採用による自然エネルギー

の積極的な活用、高効率な設備システムの導入等により、室内環境の質を維持しつつ大幅な

省エネルギー化を実現した上で、再生可能エネルギーを導入することにより、エネルギー自立度

を極力高め、年間の一次エネルギー消費量の収支をゼロとすることを目指した建築物 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 14 



ＺＥＢとは 

ZEBの定義（イメージ） 

※ ZEB実証事業 調査研究結果（2016年版）2016.11月 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 15 



ＺＥＢとは 

※ ZEB実証事業 調査研究結果（2016年版）2016.11月 

ZEBの定義（評価方法） 

ZEBの評価対象：空調・給湯・換気・照明・昇降機設備 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

『   』 
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JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

システム連携で実現するビルディングIoT×AI 

17 

※（株）NTTファシリティーズ資料より抜粋 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

遠隔サポート 省エネと快適性の両立 後付施工が可能 自動制御ロボット 

ネットワーク  
VPN 経由 

当社運用支援センター 

現地監視室 

指令 

 水冷式空調に関わるすべての機器を統合・自律制御。 
 居室内の温・湿度状況などを管理しながら、快適性と省エネを両立する先進の水冷
式空調制御システム。 

用途 熱源機 
削減金額 

(千円／年) 

A社 クリーンルーム ターボ 8,000 

B社 クリーンルーム ターボ 9,000 

Ｃ社 クリーンルーム ターボ 18,000 

Ｄ社 クリーンルーム ターボ 11,000 

Ｅ社 データセンター スクリュー 12,000 

Ｆ社 商業施設 吸収式 11,000 

Ｇ社 クリーンルーム ターボ 8,000 

Ｈ社 商業施設 吸収式 10,000 

公共施設（体育施設） 吸収式    7,500 

公共施設（病院） 吸収式 15,000 

空調制御対象部が消費するエネルギー費 
の約30％を削減 してきました。 

■削減実績  電気：建物全体の約27％減   

Smart Stream（空調省エネ技術） 
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※（株）NTTファシリティーズ資料より抜粋 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

 照明を１灯ごとにきめ細かく制御して消費電力を大幅に削減。 
 既設・新設を問わないメーカーフリーのシステム 

無 線 
× 

信号線 70 ％ 

D
o
w

n
 

信号線の配線工事が不要でリニューアルの 
コスト削減！レイアウト変更時工事費0円！ 

1台1台をきめ細やかにコントロールし、 
消費電力を最大70％削減！ 

LED照明を用途に合わせて自由に選べる 
(調光機能付に限る) 

イニシャルコストDown 

920MHz 

個 別 
メーカー 
フリー 

【マッチングテスト完了メーカー】 
アイリスオーヤマ株式会社／岩崎電気株式会社／コイズミ照明株式会
社／サンケン電気株式会社／大光電気株式会社／東芝ライテック株式
会社／トキ・コーポレーション株式会社／パナソニック株式会社／日立ア
プライアンス株式会社／三菱電機照明株式会社／山田照明株式会社
(※五十音順) 

無線個別調光照明制御システム「FIT LC」 
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※（株）NTTファシリティーズ資料より抜粋 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

■システム構成 

 
 
 
 

 
 
 
 

■利用画面イメージ 

イニシャルコストを抑えたクラウド型BEMS  
 最低限の設備投資でエネルギー使用量の「見

える化」「見せる化」や電力の「自動制御」などをIP

ネットワークを介して提供。 

クラウド 

機能はフレキシブルに追加・変更可能  
専用のサーバーやソフトウエアが必要ないので機

能をフレキシブルに変更して利用することが可能。 

フレキシ
ブル 

最適な自動制御を実施 
建物のエネルギー使用状況をクラウド内で分析・

診断し季節や時間帯も考慮した自動制御で最適

な省エネを実施 

省エネ 

複数ビルの一元的なｴﾈﾙｷﾞｰ管理が可能 
IPネットワークを介して全国の事業所のエネルギー

使用状況を本社で一元管理が可能。法令対応報

告書も自動作成可能。 

一元 
管理 

建物エネルギー管理システム「FIT BEMS」 

 建物の効率的なエネルギー管理と継続的な支援を実行 

20 

※（株）NTTファシリティーズ資料より抜粋 



  ZEB事例 

各種ｾﾝｻｰによる照明制御 

井水熱を活用した空調設備 

太陽光で最適量の創エネ 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 21 

※（株）NTTファシリティーズ資料より抜粋 



  ZEB事例 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

ZEB達成  （108%削減） 
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※（株）NTTファシリティーズ資料より抜粋 



ＦＭへのＡＩ活用 -太陽光発電の故障診断- 

影 草 クラスタ故障 パネル割れ 

コネクタ故障 汚れ セル故障 雪 

※よく発生する出力低下原因 

太陽光パネルの出力低下の原因はいろいろあるが、構造物の影、雑草の影、クラスタ故障による出力低
下がよく発生している。 

23 JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

※（株）NTTファシリティーズ資料より抜粋 



ストリング診断による故障分類フロー 

正常 影 草 電圧低下 不明 

電柱 
柵 

雑草 
セル故障 
クラスタ故障 
パネル故障 

高抵抗 

発電量 

yes 

no 

yes 

no 

no 

yes 

電圧依存性? 

雑草? yes 

no 

no 

yes 

影? 

時間依存性? 

電圧 

電
流

 

電圧 

電
流

 

電圧 

電
流

 

開始 

24 JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

※（株）NTTファシリティーズ資料より抜粋 



機械学習による診断 

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 

9:00-15:30(30分サンプリング) 

1/1 

1/2 

1/3 
1/4 
1/5 

1/29 
1/30 

・
・
・
・ 

400V-480V(20Vサンプリング) 

CNN（畳み込みニューラルネットワーク） 

時間依存性 電圧依存性 

400V 440V 480V 

1/1-1/30 

＋ 

NN(ニューラルネットワーク) 

太陽光発電所の出力低下の原因になるのは、「草」「影」「クラスタ故障」が主であり、「草」と「影」は時間
依存性を、「クラスタ故障」は電圧依存性を持っている。この点に着目して、CNNを利用して「正常」「クラ
スタ故障」「影」の分類を行った。 

・一カ所の発電所の結果
では、評価データの精度は
最大100％となった。 

25 JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

※（株）NTTファシリティーズ資料より抜粋 



ＦＭへのＡＩ活用 -活用深層学習による建物劣化診断- 

26 JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

※（株）NTTファシリティーズ資料より抜粋 



深層学習による建物劣化診断 

27 JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 
※（株）NTTファシリティーズ資料より抜粋 
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講演内容 

 システム連携で実現する環境社会 
  ・IoTｘAIで実現するZEB 

  ・IoTｘAIで実現する未来のくらし 
 サービス連携で実現する環境社会 
  ・エネルギーの地産地消で実現するシュタットベルケ 
  ・JCMを活用したCO2削減 
  ・都市のオアシス 

 多様化で実現する環境社会 
  ・多様化する再生可能エネルギー 

 今後のエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

 シェアリングで実現する環境社会 
  ・熱エネルギーのネットワーク化 
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サービス連携 -シュタットベルケ- 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

シュタットベルケ(STADTWERKE)とは、 
 

 ①自治体が出資した公社である。 
   自治体出資の公社であるが、経営は民間企業として実施して  
  おり、リスクをとりながら、迅速で合理的な決定が可能。 
 

 ②ドイツのシュタットベルケの歴史は古く、19世紀後半から、 
  ガス供給や上下水道、電力事業(発電・配電・小売り)、公共交通 
  サービスなど、時代の変遷とともに社会のニーズに合わせた  
  サービスを提供してきた。 
  また、近年、新しいシュタットベルケ立ち上げの動きもある。 
 

 ③ドイツのシュタットベルケのうち、およそ900程度はエネルギー 
  事業を主事業としている。 



30 

オスナブリュック・シュタットベルケの例（1/2） 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

地域雇用を生んでいる 

※（株）NTTデータ経営研究所資料より抜粋 
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オスナブリュック・シュタットベルケの例（2/2） 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

エネルギーに加えて、上下水道、公共交通など幅広いインフラの管理・運営を
行っている。公共交通と公共プールは赤字であるが全体としては黒字 

配電網管理 

ビジネスが主 

安定した収入が 

見込める熱配管管理 

熱供給 

赤字事業 

安くはないが 

約80％が加入 

※（株）NTTデータ経営研究所資料より抜粋 
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地域経済的価値と一括管理の重要性 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

・地域に経済的価値（雇用、税金、利益還元）が落ちる仕組みが重要 
・PPP・PFI等と整合した各種インフラの一括管理 
・わが街の事業という愛着の醸成 

※（株）NTTデータ経営研究所資料より抜粋 
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日本の地域エネルギー会社の状況 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

H28年12月末時点で 
19社が事業開始の予定 

・地域外の電力会社から電力を調達することで、公共施設の高圧契約だけでもか
なりの金額（人口4万人以下の地域でも数億円）が地域から地域外に流出。 
・地域電力会社を設立することで、市外へ流出する資金を抑制することができる。
加えて、地域への資金還元の流れをつくることも可能となる。 

※（株）NTTデータ経営研究所資料より抜粋 
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サービス連携 -JCM設備補助事業の概要- 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

 二国間クレジット制度（JCM）とは、途上国への優れた低炭素技術・製品・システ
ム・サービス・インフラ等の普及や対策実施を通じ、実現した温室効果ガス排出
削減・吸収への我が国の貢献を定量的に評価し、我が国の削減目標の達成に
活用するための制度 

※（株）NTTデータ経営研究所資料より抜粋 
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JCMの署名国 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 
※（株）NTTデータ経営研究所資料より抜粋 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

サービス連携 -都市のオアシス- 

都市のオアシスとは 

 SEGS都市のオアシス（公益財団法人

都市緑化機構の認定制度）は、民間事
業者が設置もしくは管理している、社
会、環境に貢献している緑地で、「公開
性、安全性、環境への配慮」の3つを認
定基準として評価し、第3者審査会によ

り緑地を『都市のオアシス』として認定さ
れたもの。 

 

 SEGESとは（シージェス・社会環境貢
献緑地評価システム） 

 民間事業者が所有、管理する緑地の
価値、その取り組みが市民や環境、社
会にとっていかにすばらしいものなのか
を客観的に評価する「緑の認定」制度。 

「そだてる緑」、「都市のオアシス」、「つく
る緑」の３つのシリーズがある。 

36 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

伊勢丹新宿本店「屋上緑化／アイ・ガーデン」 

37 
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講演内容 

 システム連携で実現する環境社会 
  ・IoTｘAIで実現するZEB 

  ・IoTｘAIで実現する未来のくらし 
 サービス連携で実現する環境社会 
  ・エネルギーの地産地消で実現するシュタットベルケ 
  ・JCMを活用したCO2削減 
  ・都市のオアシス 

 多様化で実現する環境社会 
  ・多様化する再生可能エネルギー 

 今後のエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

 シェアリングで実現する環境社会 
  ・熱エネルギーのネットワーク化 
 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

シェアリング -丸の内熱供給- 

エネルギーの 
ネットワーク化による効果 
 
・供給の強靭化 
 
・予備機の共有 
 
・負荷増減対応 
 
・ＢＣＤ対応 
 
・エネルギーの面的融通 
 による高効率化 

 トータルエネルギーサービス会社へと進化を続け、エリアのＢＣＤ*化への貢献、
省エネルギーの推進を通じ、街の価値向上をリード 

*ＢＣＤ：Business Continuity District 

39 

※丸の内熱供給（株）資料より抜粋 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

丸の内２丁目プラントにおけるＤＲへの取組み 

 放熱量を調整（時間・熱量）することによって需要家へ
の安定供給に支障をきたさずにＤＲを実現 

40 ※丸の内熱供給（株）資料より抜粋 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

丸の内２丁目プラントにおけるＤＲへの取組み 

 高い精度のＤＲが可能性であることを確認 

 冷凍機、熱交換器の冷水出口温度設定を上下させることで電動・吸収の負荷受
け持ち比率を調整して対応し、抑制電力を調整できることを確認 

 ±10％の範囲に収めるため、現状はｵﾍﾟﾚｰﾀｰが受電電力を注視しながら運転 

41 

※丸の内熱供給（株）資料より抜粋 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

大手町パークビルサブプラント 

エネルギーの面的利用 

 5つの冷水プラントを接続した冷水ネット

ワークで、大手町地区全体のエネルギー
システムの強靭化を図るとともに、全体
のエネルギー効率を常に高効率化してい
くスパイラルアップ効果も向上 

非常時冷水供給システム 
 事故・災害時に電力供給が遮断された場
合、各ビルの非常用発電機からの電力提供を
受け、ビルへ冷水を供給する 

未利用エネルギー活用 
 都市の未利用熱としての中水とインター
クーラ冷却水の未利用熱を利用したヒート
ポンプシステムを構築 

42 ※丸の内熱供給（株）資料より抜粋 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

丸の内３－２計画 –洞道・熱供給施設等の整備- 

熱 周辺建物へ蒸気・冷水をはじめとする熱の供給 

電力 
（非常用）  

災害時に帰宅困難者受入れスペースへ 
 電力を供給 

水    
（雑用水） 

災害による断水時における雑用水の融通 

情報 
耐震性の高い洞道に守られた情報通信設備網
の構築 

43 

※丸の内熱供給（株）資料より抜粋 
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講演内容 

 システム連携で実現する環境社会 
  ・IoTｘAIで実現するZEB 

  ・IoTｘAIで実現する未来のくらし 
 サービス連携で実現する環境社会 
  ・エネルギーの地産地消で実現するシュタットベルケ 
  ・JCMを活用したCO2削減 
  ・都市のオアシス 

 多様化で実現する環境社会 
  ・多様化する再生可能エネルギー 

 今後のエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

 シェアリングで実現する環境社会 
  ・熱エネルギーのネットワーク化 
 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

エネルギーの多様化 -日本の再生可能エネルギー導入目標- 

  日本では２０３０年に再生可能エネルギーの比率を22～24%を目指しているが、
不安的な再生可能エネルギーの導入に関しては余剰電力が発生することが懸念さ
れている。 
  
 

資源エネルギー庁第2５回総合資源ｴﾈﾙｷﾞｰ調査会 基本政策分科会資料 

45 
※（株）日立造船(株)資料より抜粋 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

余剰電力対策の一例(Power to Gasの考え方) 

電気エネルギー貯蔵方式の比較（IEC White Paper “Electrical Energy Storage”） 
 

ガス貯蔵（水素やSNG(メタン)）は他の方式と比較して大量に貯蔵することが可能できる 
（日単位や月単位の貯蔵）。再生可能エネルギーの大量導入対策には現状ガス貯蔵が有効 

46 
※（株）日立造船(株)資料より抜粋 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

欧州のPower to Gas 

2013年時点で29ヶ所確認されており、その内確認されているだけでメタン変換している実
証プラントは7ヶ所。今後も増えるものと予想されている。 

47 
※（株）日立造船(株)資料より抜粋 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

Power to Gasのシステムイメージ 

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ 

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ 

再生可能エネルギー → 水素 

再生可能エネルギー → メタン 

48 
※（株）日立造船(株)資料より抜粋 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

日立造船の水素発生装置 

HYDROSPRING MW級高分子型水電解 
水素発生装置（開発中） 

49 
※（株）日立造船(株)資料より抜粋 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

再生可能エネルギー→メタン変換の意義 

メタンに変える主な理由： 
①水素では貯蔵、輸送、利用において、すべて新たな設備投資あるいは設

備技術の開発が必要。 
②メタンであれば天然ガスとほぼ同じ成分なので、特殊な設備を建設する

必要はない。 
③水素だと燃料電池という現在高価な設備でしか電気に変換できないが、

メタンならば通常のガスエンジンで発電できる。 
④メタンに変換しても水素の持つエネルギーの22％しか失われない。 
⑤他のエネルギーキャリア(有機ハイドライド、アンモニア、液体水素)に変
換しても、20％程度エネルギーは失われる。 

50 
※（株）日立造船(株)資料より抜粋 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

How does hydrogen convert to methane? 

KH 触媒 

KH 触媒 
CO2 4H2 CH4 2H2O 

CO 3H2 CH4 H2O 

+ 
+ 

+ 

+ 

「CO2」「CO」と「水素」とを触媒に通すだけでメタンに変換 
  ・回収したCO2 をメタン燃料として再利用ができる 
  ・低品位炭やバイオマスからもメタンを生成可能 

51 
※（株）日立造船(株)資料より抜粋 
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講演内容 

 システム連携で実現する環境社会 
  ・IoTｘAIで実現するZEB 

  ・IoTｘAIで実現する未来のくらし 
 サービス連携で実現する環境社会 
  ・エネルギーの地産地消で実現するシュタットベルケ 
  ・JCMを活用したCO2削減 
  ・都市のオアシス 

 多様化で実現する環境社会 
  ・多様化する再生可能エネルギー 

 今後のエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

 シェアリングで実現する環境社会 
  ・熱エネルギーのネットワーク化 
 



今後の活動方針とみなさまへのお願い 

JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

現在、エネルギー環境保全分野はホットです。 
是非、研究部会にご参加ください！！ 

 

今後の調査研究領域 

・持続可能な開発目標（SDGs） 

・地球温暖化 

・RE100等の環境イニシアチブ 

・BCPと建築設備 

 

 

 

 

 

 

＋ 
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・再生可能エネルギー 

・ドローン等のロボティクス 

・VR、MR、AR技術 

・新型モビリティ 

新技術 



JFMAエネルギー環境保全マネジメント研究部会 

ご清聴ありがとうございました  


